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追加機能①：CO2排出量計算機能

追加機能②：フレータ―法計算書出力機能

追加機能③：無信号交差点検討機能強化

追加機能④：その他、図面出力機能等の強化

CO2排出量計算機能

・客観的評価指標の定量的評価指標の算出

方法に基づき、CO2排出量を計算

・設定速度間の原単位は直線補完により設定

・入力データは以下のように定義

◆交通量=小型車、大型車の2車種分類

◆リンク延長=各流入部の最大滞留長

◆リンク旅行速度=接近速度

計算書イメージ

第３章　計算結果

各流入部におけるCO2排出量は以下の通りになる。

流入部 ① ② ③ ④ 合計

CO2排出量(g/時間　)   82105    9633   45547   39141  176426

CO2排出量(g/日　)  821050   96330  455470  391410 1764260

CO2排出量(t/年　)   299.7    35.2   166.2   142.9   644.0

※ 時間、日、年あたりの３ケースにて算定

第１章　検討条件

(1) 条件設定

流入部 ① ② ③ ④

小型自動車(台/時　)   1172    451   1372    792

大型自動車(台/時　)    367     18    124     70

リンク延長(ｍ　)  195.1  121.4  164.5  232.8

接近速度(km/時　)   60.0   50.0   60.0   50.0

小型排出原単位(g-CO2/km・台　)    138    146    138    146

大型排出原単位(g-CO2/km・台　)    706    750    706    750

日交通量換算倍率     10     10     10     10

※ 日交通量換算倍率:1時間あたりの交通量を 1日に換算する場合の倍率
例) 1時間交通量がピーク率台数の場合 倍率=１／(ピーク率÷１００)

検討交差点における滞留長の変化によるCO2排出量

計算が可能になりました。

入力画面

フレーター法計算書出力機能

・成果品の根拠として使用可能

・入力画面の操作性を改善

・ヘルプに算定手順を掲載

◆第1章 計算条件

◆第2章 方向別交通量の計算

　　　　　　　（交通流態図）

追加機能②

第２章　CO2 排出量の計算

(1) 算定式
排出量は別表の排出原単位を用い、以下の手法により算定する。

総排出量 : BR = Σ Σ (Q ×(L ÷ 1,000) × β　) × 365 ÷ 1,000,000i  i  j  ijl l  j  

ここで、 BR : 排出削減量(t-CO2/年　)
BR : 整備ｉの場合の総排出量量 (t-CO2/年　)i  

Q : 整備ｉの場合のリンクｌにおける車種ｊの交通量 (台/日　)ijl

L : リンクｌの延長(m)l  

β : 車種ｊの排出原単位 (g-CO2/台・km)j  

ｉ : 整備ありの場合はＷ、無しの場合は０
ｊ : 車種
ｌ : リンク

リンク平均 CO2(g-CO2/km・台　)
走行速度
(km/h) 小型 大型

5 547 2,110

10 342 1,515

15 269 1,277

20 229 1,133

25 204 1,042

30 186 963

35 172 894

40 161 836

45 152 788

50 146 750

55 141 723

60 138 706

65 137 700

70 137 705

75 139 719

80 142 744

85 146 780

90 152 826

※ 平成12年値
※ 設定速度間の原単位は直線補完により設定する。
※ 一般道路については、 60km/h、高規格・地域高規格道路については 90km/hを超える速度については、

それぞれ60km/h、90km/hの値を用いる。
※ 排出原単位における「小型」は乗用車及び小型貨物、「大型」は普通貨物及びバスを指す。

総排出量＝（流入部①排出量）＋（流入部②排出量）

　　　　　　＋（流入部③排出量）＋（流入部④排出量）

フレーター法による方向別交通量算出における計算根拠

が出力可能になりました。

第１章　計算条件

(1) 条件設定

ゾーン数（流入路数）   4

OD交通量の入力方法 同一ゾーンOD入力不可
整数で入力

計算結果の出力方法 整数で丸めて表示
交通量転送比率（1時間）  10.0%

(2) 将来発集交通量（断面交通量）

ゾーン番号 発生交通量 集中交通量 断面交通量
(流入路数　) (上り　) (下り　) (合計　)

  1       1500       1500       3000

  2       2000       2000       4000

  3       2500       2500       5000

  4       2000       2000       4000

計       8000       8000      16000

(3) 現在OD交通量（現況交通量）
設定なし

第２章　方向別交通量の計算

(1) フレーター法の考え方

将来発生交通量 を各ゾーンへの吸引比率により、比例して割り振ると考える。

吸引比率 ＝ 現ＯＤ交通量 qij(0) × ゾーン別集中量伸び率 Faj(0)

ｊゾーンより他ゾーンへの相対的吸引比率

相対的吸引比率 ＝ {qij(0)×Faj(0)} ÷ Σ{qij(0)×Faj(0)}

ｊゾーンの将来発生交通量 Ｕｉ のうち、 ｊゾーンに吸引される交通量

qij(k) ＝ Ui × {qij(0)×Faj(0)} ÷ Σ{qij(0)×Faj(0)}
＝ qij(0) × Fgi(0) × Faj(0) × Lj(0)

同様に、将来集中交通量 も割り振ると考える。
発生・集中の割り振り関数の平均値がフレーター式となる。

qij(k) ＝ qij(k-1) × Fgi(k-1) × Faj(k-1) × {Li(k-1)＋Lj(k-1)} ÷ 2
Fgi(k) ＝ Ui ÷ Gi(k) ・・・発生量伸び率(将来／現在　)
Faj(k) ＝ Vj ÷ Aj(k) ・・・集中量伸び率(将来／現在　)

Li(k) ＝ Gi(k) ÷ {Σj(qij(k)) × Faj(k)}
Lj(k) ＝ Aj(k) ÷ {Σi(qij(k)) × Fgi(k)}

※ ｜Li(k)-1｜＜ε、｜Lj(k)-1｜＜εとなる(誤差が１台未満となる　)まで繰り返す。

(2) 計算結果

収束回数 収束できませんでした

収束過程の出力 全て出力

(3) 収束結果

流出→
流入↓   1   2   3   4 計

  1 -     432     636     432    1500

  2     432 -     932     636    2000

  3     636     932 -     932    2500

  4     432     636     932 -    2000

計    1500    2000    2500    2000    8000

交通流態図

推計結果流態図

交通流態図

時間交通量換算後流態図
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計算書イメージ

交通流態図（時間交通量転送前、転送後）
も出力可能になりました。

入力画面

時間、日、年の3ケース
を算定します。

④上り交通量2040台/時間（発生）

②上り交通量218台/時間（発生）②下り交通量219台/時間（集中）

①上り交通量1913台/時間（発生）

①下り交通量1913台/時間（集中）

④下り交通量2040台/時間（集中）

分かっている交通量

求めたい交通量

③上り交通量422台/時間（発生）

③下り交通量422台/時間（集中）

将来推計結果、道路交通センサス
など断面交通量しか存在しない場
合に方向別交通量の算定が可能

CO2

CO2

社団法人 交通工学研究会 監修

Ver 8.0の基本計算は、交通工学研究会発行の「改訂 平面交差の計画と設計－基礎編－」、「平面交差の計画と設計－応用編－2007」
および「改訂 交通信号の手引」に準拠しており交通工学研究会の監修を受けています。
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中部技術センター

中部営業所

大阪営業所

福岡営業所

TEL03-5396-0521 / FAX03-5396-0525
TEL0569-26-5720 / FAX0569-26-5721
TEL0569-26-5661 / FAX0569-26-5671
TEL06-4805-6275 / FAX06-6390-8420
TEL092-629-0850 / FAX092-629-0851

東京都豊島区池袋2-51-14
愛知県半田市昭和町1-35
愛知県半田市昭和町1-35
大阪市淀川区西中島5-8-21-601
福岡市博多区空港前3-4-6-105

株式会社エムティシー

■ 製品に関するお問い合わせは

保守契約中のお客様 無償

信号時間検討システム「APS-λ Win」Ver7.* ⇒ Ver8.0 ￥84,000

追加機能③

無信号交差点検討機能強化

・ギャップ値のパラメータのマニュアル入力によりトライアル計算が可能

◆基本限界ギャップ値（tc）
◆基本追従車頭時間（hr）

・社団法人 交通工学研究会「改定 平面交差の計画と設計 基礎編」を参考に各流入部の滞留長を計算

◆無信号交差点の滞留長：1分間あたりの平均台数の2倍が滞留できる長さ

評価画面

無信号交差点検討機能において、ギャップ値のパラメータのマニュアル入力

および滞留長の算定が可能になりました。

追加機能④

その他・図面出力機能等の強化

基本数値入力画面

歩行者用速度の選択や入力、その他図面出力機能

が強化されました。

tc、hrを入力値として
トライアル計算が可能です。

無信号交差点における
滞留長計算機能も追加。

＜入力可能項目＞

◆基本限界ギャップ値（tc）
◆基本追従車頭時間（hr）

状況別に歩行者速度
が選択可能に。

滞留長状況図
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滞留長を図示

横断歩道長を表示

レイヤー設定画面

線種、色を設定可能

図面出力機能

・最小青時間の決定に影響する歩行者速度の設定が可能

◆バリアフリー対応：0.8m秒、点滅信号対応：1.5m/秒
◆その他任意入力

・図面出力機能を強化

◆レイヤー設定機能（線種、色、レイヤー名）

◆横断歩道長を表示、状況図に滞留長を図示
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